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【成
果
報
告
】

七
寺
一
切
経
に
お
け
る
日
本
撰
述
経
典
に
つ
い
て(1

)

前

島

信

也

は
じ
め
に

愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
稲
園
山
長
福
寺
、
通
称
七
寺
に
は
院
政
期
末
に
書
写
さ
れ
た

一
切
経
が
現
存
す
る
。
こ
の
一
切
経
は
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
に
調
査
・
整
理
さ
れ
、

『
尾
張
史
料

七
寺
一
切
経
目
録
』（
以
下
、『
目
録
』
と
略
称
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
七
寺
一
切
経
に
多
数
の
稀
覯
本
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
詳
細
は
『
七
寺

古
逸
経
典
研
究
叢
書(2)』（
以
下
、『
七
寺
叢
書
』）
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
稀

覯
本
は
『
毘
羅
三
昧
経
』『
清
浄
法
行
経
』
な
ど
の
中
国
撰
述
経
典
の
ほ
か
、『
彼
岸
経
』

『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
と
い
っ
た
日
本
撰
述
経
典
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
論
で
は
先
の
『
目
録
』『
七
寺
叢
書
』
で
は
判
明
し
て
お
ら
ず
、
実
地
調
査
を
通
じ

て
判
明
し
た
資
料
と
し
て
、『
仏
説
老
女
経
』『
仏
説
毘
沙
門
経
』
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容

と
受
容
に
つ
い
て
の
検
討
と
、
両
経
が
日
本
撰
述
経
典
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て

『
仏
説
老
女
経
』
の
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

書
誌
情
報

ま
ず
、
実
地
調
査
に
基
づ
く
両
経
典
の
書
誌
情
報
を
提
示
す
る
。

仏
説
老
女
経
（
仮
四
函(3)）

外
題
：
佛
説
老
女
經

一
巻

首
題
：
佛
説
老
女
經

尾
題
：
佛
説
老
女
經

訳
者
撰
述
者
名
：（
ナ
シ
)

巻
数
：
一

装
訂
：
巻
子

表
紙
：
原
表
紙

軸
：（
欠
)

界
線
：
淡
墨
界
天
地
朱
界

存
欠
：
完

紙
数
：
三
紙

奥

書
：
一
校
了

慶
光

仏
説
毘
沙
門
経
（
仮
十
七
函
）

外
題
：（
欠
)

首
題
：（
欠
)

尾
題
：
佛
説
毗
沙
門
経

訳
者
撰
述
者
名
：

（
欠
)

巻
数
：
一

装
訂
：
巻
子

表
紙
：（
欠
)

軸
：（
欠
)

界
線
：

淡
墨
界
天
地
朱
界

存
欠
：
首
欠

紙
数
：
九
紙

奥
書
：
曩
莫
吠
室
羅
麼

挐
野
摩
阿
泥
波
羅
惹
｛
某
／
甲
｝
／
南
无
蘇
都
帝
／
「
一
校
了

榮
俊(4)」
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こ
れ
ら
書
誌
情
報
か
ら
、
両
経
と
も
ほ
か
の
七
寺
経
典
の
装
訂
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
関

す
る
検
討
は
三
章
で
行
う
。

二

発
見
の
経
緯

次
に
両
経
典
が
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
経
緯
を
提
示
す
る
。

仏
説
老
女
経

こ
の
経
典
は
大
乗
経
典
の
支
謙
訳
『
仏
説
老
女
人
経
』（
正
蔵
一
四
・
九
一
一
〜
九
一
二
）

の
重
複
書
写
と
し
て
『
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た(5)。
し
か
し
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
仮

四
函
に
収
め
ら
れ
る
経
典
は
大
正
蔵
所
収
経
典
と
は
別
経
典
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
も
う
一
本
の
『
仏
説
老
女
人
経
』
は
大
阪
市
立
美
術
館
寄
託
分
に
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
実
地
調
査
に
よ
り
大
正
蔵
所
収
経
典
と
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

仏
説
毘
沙
門
経

こ
の
経
典
は
、
大
乗
経
典
の
不
空
訳
『
仏
説
毘
沙
門
天
王
経
』（
正
蔵
二
一
・
二
一
五
〜

二
一
六
）
と
し
て
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
た(6
)。

し
か
し
実
地
調
査
に
お
い
て
、
そ
の
内
容

と
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
内
容
を
調
査
し
た
結
果
、
不
空
訳
の
も
の

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
経
典
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
お
、
不
空
訳
の
経
典
は
現
在

ま
で
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。

三

七
寺
一
切
経
の
一
具
か
否
か

七
寺
一
切
経
は
院
政
期
末
、
承
安
五
年
（
安
元
元
年
、
一
一
七
五
）
か
ら
治
承
二
年
（
一

一
七
八
）
に
か
け
て
、
そ
の
大
半
が
書
写
さ
れ
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
ま
で
に
録
外
経

典
・
聖
教
を
書
写
し
た
こ
と
が
奥
書
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
体
裁
と
し
て
も
、

基
本
的
に
大
般
若
経
と
一
部
聖
教
類
の
界
線
は
全
朱
界
、
そ
の
ほ
か
の
経
典
は
淡
薄
界
天

地
朱
界
で
統
一
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
に
書
写
奥
書
、
も
し
く
は
校
合
奥
書
が
名
前
を
含
め
て

記
さ
れ
て
い
る(7)。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
経
典
と
同
一
の
形
式
を
有
す
る
両
経
典
は
一
一

七
五
〜
一
一
八
〇
の
間
に
書
写
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
こ
で
は
、
両
経
典
と
も
校
合

奥
書
を
有
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
点
を
含
め
て
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

仏
説
老
女
経

校
合
奥
書
名
は
「
慶
光
」
で
あ
る
。
慶
光
の
名
は
、
ほ
か
約
二
百
巻
の
奥
書
に
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
大
半
は
校
合
奥
書
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
書
写
奥
書
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る(8)。
ま
た
、
初
期
に
書
写
さ
れ
た
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
校

合
奥
書
・
書
写
奥
書
か
ら
、『
広
弘
明
集
』
と
い
っ
た
賢
聖
集
の
校
合
奥
書
に
ま
で
名
前

を
確
認
で
き
る
た
め
、
七
寺
一
切
経
製
作
事
業
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
奥
書
の
内
容
か
ら
、
慶
光
は
天
台
末
学
の
僧
で
あ
り
、
禅
恵
房
と
も
称
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
四
十
一
書
写
奥
書

右
筆
天
台
末
学
慶
光
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『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
百
五
十
書
写
奥
書

承
安
五
秊
三
月
九
日
巳
時
許
書
／
右
筆
禅
恵
房

慶
光

『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
五
百
四
十
書
写
・
校
合
奥
書

承
安
五
年
七
月
十
八
日

右
筆
僧
慶
光
／
廻
向
无
上
大
菩
提
／
三
本
一
校
畢

慶
光

こ
れ
ら
『
大
般
若
経
』
の
奥
書
の
筆
は
堅
く
、『
仏
説
老
女
人
経
』
の
そ
れ
と
は
異
な
る

よ
う
に
見
え
る
が
、『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』『
文
殊
師
利
問
菩
提
經
』『
大
乘
理
趣
六
波

羅
蜜
多
經
』
巻
第
七
な
ど
に
お
い
て
、
近
似
す
る
筆
跡
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
同
一
人
物
の
筆
跡
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

仏
説
毘
沙
門
経

校
合
奥
書
は
「
栄
俊
」
で
あ
り
、
こ
の
名
は
千
七
百
巻
余
り
の
校
合
奥
書
で
確
認
で
き

る
。「
栄
俊
」
は
七
寺
一
切
経
を
勧
進
し
た
「
栄
芸
」
の
弟
子
で
あ
り(9)、
紛
れ
も
な
く
七

寺
一
切
経
製
作
事
業
の
中
心
人
物
で
あ
る
。『
大
雲
輪
請
雨
経
』
な
ど
の
奥
書
の
筆
跡
と

も
一
致
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
両
経
典
は
七
寺
一
切
経
の
一
具
で
あ
り
、
一
一
七
五
〜
一
一
八
〇

の
間
に
書
写
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。

四

経
典
内
容

両
経
の
内
容
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
内
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
以
下
に

簡
単
な
概
要
を
示
す
。

仏
説
老
女
経

こ
の
経
典
は
非
常
に
短
く
、
老
女
が
老
苦
に
つ
い
て
仏
に
尋
ね
る
も
の
で
あ
る
。
内
容

を
大
き
く
分
け
る
と
以
下
の
三
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
老
女
の
老
苦
に
関
す
る
仏
へ
の
請
願

二
、
老
苦
の
原
因
に
つ
い
て
の
仏
の
説
示

三
、
仏
の
説
示

一
で
は
、
老
女
の
生
い
立
ち
や
老
い
の
苦
し
み
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
、
老
苦
と
い
う
も
の

が
、
自
身
の
内
側
か
ら
生
じ
る
も
の
な
の
か
、
外
に
原
因
が
あ
る
の
か
を
仏
に
尋
ね
る
。

次
に
二
で
は
、
労
苦
が
自
身
の
五
臓
に
あ
る
も
の
と
仏
は
述
べ
る
。
そ
し
て
五
臓
に
は
生

老
病
死
の
四
苦
の
種
子
、
五
道
の
種
子
、
五
智
の
種
子
、
五
仏
種
子
が
あ
る
と
し
、
善
法

と
悪
法
は
自
身
の
内
側
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
三
で
は
、
老
苦

だ
け
で
な
く
死
苦
に
も
言
及
し
、
罪
悪
を
懺
悔
し
、
道
心
を
お
こ
す
よ
う
に
諭
さ
れ
る
。

全
体
を
通
じ
て
追
句
、
も
し
く
は
追
句
を
意
識
し
た
表
現
を
多
用
し
、
文
学
的
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
誤
写
が
多
く
、
非
常
に
読
解
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
老
女
に
対
す
る
説
示
の

な
か
で
、
男
性
を
意
識
し
た
表
現
も
見
え
、
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
箇
所
も
見
受
け
ら

れ
る
。
詳
細
は
「
七
寺
一
切
経
録
外
経
典
『
仏
説
老
女
経
』
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注
」
を
参

照
さ
れ
た
い
。

仏
説
毘
沙
門
経

こ
の
書
は
首
欠
な
が
ら
、
全
体
を
通
じ
て
毘
沙
門
天
の
供
養
・
功
徳
の
内
容
を
提
示
す

る
。
大
き
く
分
け
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
心
呪
の
功
徳
の
説
示
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釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
心
呪
の
具
体
的
行
法
の
説
示

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
五
十
五
種
勝
利
の
説
示

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
五
十
五
勝
利
の
具
体
的
行
法
の
説
示

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
現
前
の
因
縁
の
利
益
の
説
示

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
現
前
の
因
縁
の
利
益
に
対
す
る
具
体
的
行
法

毘
沙
門
天
の
利
益
の
決
定
の
証
左
の
説
示

毘
沙
門
天
の
弘
願
の
説
示

毘
沙
門
天
の
三
身
名
字
の
説
示

釈
迦
仏
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
守
護
の
説
示

毘
沙
門
天
の
図
像
の
説
示

毘
沙
門
天
の
威
力
・
行
の
期
間
・
回
数
と
そ
の
功
徳
の
説
示

救
脱
菩
薩
に
よ
る
毘
沙
門
天
の
証
明

注
目
さ
れ
る
点
の
ひ
と
つ
に
、
毘
沙
門
天
の
功
徳
と
し
て
「
五
十
五
勝
利
」
を
提
示
す
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
功
徳
に
つ
い
て
は
、
七
寺
一
切
経
の
ひ
と
つ
で
あ
り
日
本
撰
述

経
典
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
と
関
連
し
て
お
り(10)非
常
に
興
味
深

い
。
加
え
て
、
そ
の
具
体
的
修
法
と
そ
の
功
徳
・
毘
沙
門
天
の
弘
願
・
毘
沙
門
天
の
名
号

と
そ
の
功
徳
・
毘
沙
門
天
の
図
像
・
行
の
期
間
と
回
数
と
そ
の
功
徳
な
ど
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
尾
題
の
後
に
毘
沙
門
天
王
の
真
言
「
吠
室
羅
麼
挐
野
摩
阿
泥
波
羅
惹
」
が
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
典
の
翻
刻
な
ど
は
、
次
号
の
紀
要
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

五

経
典
の
引
用

仏
説
老
女
経

こ
の
経
典
を
引
用
す
る
典
籍
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
名
称
が
『
開
元
釈

教
録
』、『
貞
元
録
』、『
大
正
蔵
』
に
入
蔵
さ
れ
る
『
老
女
人
経
』『
老
母
経
』
の
異
称
で

も
あ
る
た
め
、
文
書
な
ど
か
ら
そ
の
受
容
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

仏
説
毘
沙
門
経

こ
の
経
典
を
引
用
す
る
典
籍
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
と
関
連
す
る
こ

と
か
ら
、『
七
寺
叢
書
』
四
の
齋
藤
隆
信
「『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
解
題
」
を
参
照
し
た
。

そ
の
結
果
、
覚
禅
『
覚
禅
鈔(11
)』、

頼
瑜
『
薄
草
子
口
決(12)』、『
秘
鈔
問
答(13)』、
亮
禅
・
亮
尊

『
白
寳
口
抄(14)』、
澄
憲
『
転
法
輪
鈔(15)』
に
引
用
を
確
認
で
き
た
。
引
用
箇
所
が
共
通
す
る
も

の
も
あ
る
た
め
、
内
容
ご
と
に
提
示
し
、
文
字
の
異
同
は
、
傍
線
も
し
く
は
注
に
よ
っ
て

示
し
た
。

【毘
沙
門
天
名
字
事
】

『仏
説
毘
沙
門
経
』

爾
時
毘
沙
門
天
王
復
白
仏
言
。
我
為
未
来
世
一
切
衆
生
而
作
大
帰
依
所
。
最
顕
三
身

名
字
。
一
者
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
二
者
羯
咤
天
王
。
三
者
不
思
議
王
。
示
如
是
三

身
之
字
唯
当
維
顕
三
身
猶
以
本
願
力
故
或
爾
菩
薩
之
像
或
爾
天
王
之
体
或
爾
忿
怒
之

身
或
爾
愛
敬
降
伏
之
心
或
爾
三
世
王
或
爾
平
等
性
智
之
形
雖
示
如
是
種
種
名
字
。
遂

為
行
者
万
億
方
便
之
事
現
前
。
而
以
本
願
名
字
度
衆
生
。
称
是
而
毘
沙
門
天
王
護
世

者
。
譬
如
諸
仏
世
尊
之
於
一
乗
別
三
乗
。
我
亦
復
如
是
。

『薄
草
子
口
決
』（
正
蔵
七
九
・
二
九
五
中
）

名
號
事

祕
密
藏
王
呪
經
云
。
我
爲
未
來
世
一
切
衆
生
而
作
大
歸
依
所
。
最
顯
三
身
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名
字
。
一
者
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
二
者
羯
吒
天
王
。
三
者
不
思
議
王
。
示
如
是
三

身
之
字
○(16)雖
示
如
是
種
種
名
字
。
遂
爲
行
者
萬
億
方
便
之
事
現
前
。
而
以
本
願
名
字

度
衆
生
。
稱
是
而
爲
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
譬
如
諸
佛
世
尊
之
於
一
乘
別
三
乘
。
我

亦
復
如
是
文

『秘
鈔
問
答
』（
正
蔵
七
九
・
五
三
三
上
〜
中
）

祕
密
藏
王
經
云
。
我
爲
未
來
世
一
切
衆
生
而
作
大
歸
依
所
。
最
顯
三
身
名
字
。
一
者

毘
沙
門
天
王
護
世
者
云
。
二
者
羯
吒
天
王
云
。
三
者
不
思
儀
王
云
亦
。
如
是
三
身
之

字
(17
)。

雖
示
如
是
種
種
名
字
。
遂
爲
行
者
萬
億
方
便
之
事
現
前
。
而
以
本
願
名
字
度

衆
生
稱
。
是
而
爲
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
譬
如
諸
佛
世
尊
之
於
一
乘
別
三
乘
。
我
名

復
如
是
文
。

『白
寳
口
抄
』（
図
像
七
・
一
三
七
下
）

祕
密
藏
王
呪
經
云
。
我
爲
未
來
世
一
切
衆
生
而
作
大
歸
依
所
。
最
顯
三
身
名
字
。
一

者
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
二
者
羯
吒
天
王
。
三
者
不
思
議
王
。
示
如
是
三
身
之
字
○(18

)

雖
示
如
是
種
々
名
字
。
遂
爲
行
者
萬
億
方
便
之
事
。
現
前
而
以
本
願
名
字
度
衆
生
。

稱
是
而
爲
毘
沙
門
天
王
護
世
者
。
譬
如
諸
佛
世
尊
之
於
一
仏
乗
別
三
乗
。
我
亦
復
如

是
。

こ
れ
ら
は
毘
沙
門
天
の
名
字
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
す
べ
て
『
秘
密
蔵
王
呪
経
』
か
ら

の
引
用
と
し
て
、「
我
為
未
来
世
」
か
ら
「
我
亦
（
名
）
復
如
是
」
ま
で
を
引
用
し
、
途

中
の
省
略
も
一
致
す
る
。
細
か
い
異
同
は
あ
る
が
、
同
一
箇
所
か
ら
の
引
用
が
想
定
さ
れ

る
。

【毘
沙
門
天
図
像
事
】

『仏
説
毘
沙
門
経
』

若
有
行
者
造
作
天
像
時
。
如
紺
瑠
璃
幷
金
色
面
。
令
示
忿
怒
。
於
当
知
以
右
手
令
執

持
降
伏
大
跋
折
羅
杖
。
然
左
足
辺
造
監
婆
像
。
右
辺
造
毘
監
婆
像
。

『白
寳
口
抄
』（
図
像
七
・
一
四
〇
上
）

秘
藏
王
呪
経
云
。
若
有
行
者
造
作
天
像
時
。
如
紺
瑠
璃
幷
金
色
面
。
令
示
忿
怒
。
於

当
知
以
右
手
令
押
腰
。
以
左
手
令
執
持
降
伏
大
跋
折
羅
杖
。
然
右
足
辺
造
藍
婆
像
。

『薄
草
子
口
決
』（
正
蔵
七
九
・
二
九
六
中
）

祕
藏
王
呪
經
云
。
若
有
行
者
。
造
作
天
像
時
如
鉗
瑠
璃
幷
金
色
面
令
示
忿
怒
。
於
當

知
以
右
手
令
押
腰
。
以
左
手
令
執
持
降
伏
大
拔
折
羅
杖
。
然
左
足
邊
造
監
婆
像
文
右

足
邊
造
毘
監
波
像
。

『秘
鈔
問
答
』（
正
蔵
七
九
・
五
三
四
中
）

祕
藏
王
呪
經
云
。
若
有
行
者
造
作
天
像
時
。
如
紺
瑠
璃
幷
金
色
面
令
示
忿
怒
。
於
當

知
以
右
手
令
押
腰
。
以
左
手
令
執
持
降
伏
大
跋
折
羅
杖
。
然
左
足
邊
造
監
婆
像
。
右

足
邊
造
毘
藍
婆
像
文

一
部
異
な
る
も
の
の
、
内
容
と
し
て
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
三
書
に
見
え
る
「
押
腰
以
左
手

令
」
に
つ
い
て
は
、
前
後
の
文
章
か
ら
判
断
す
る
と
、
七
寺
本
『
仏
説
毘
沙
門
経
』
が
脱
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文
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
『
諸
像
図
像
集
』（
金
沢
文
庫
本
）、

『
阿
娑
縛
抄
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『諸
尊
図
像
集
』（
金
沢
文
庫
本
）
巻
下
（
図
像
一
二
・
八
八
八
）

毘
沙
門
蔵
呪
云
。
於
白
畳
上
画
毘
沙
門
神
ヲ
。
七
寳
ニ
ヨ
テ
荘
厳
ス
。
身
ニ
着
衣
甲
ヲ
弌

左
手
把
乾
鞘
。
右
手
詫
要
月
。
其
神
脚
下
ニ
画
二
夜
叉
ヲ
。
鬼
形
面
作
黒
色
文
。

『阿
娑
縛
抄
』
一
三
六
（『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
名
著
）
四
〇
・
三
中
）

随
軍
護
法
真
言
云
。
画
一
毘
沙
門
神
。
七
宝
荘
厳
衣
甲
。
右
手
執
戟
鞘
。
左
手
託
腰

上
。
其
神
脚
下
作
二
夜
叉
鬼
。
身
並
作
黒
色
。
其
毘
沙
門
面
作
甚
可
異
形
。
悪
眼
視

一
切
鬼
神
勢
。

『諸
尊
図
像
集
』
で
は
「
毘
沙
門
蔵
呪
」
か
ら
、『
阿
娑
縛
抄
』
で
は
「
随
軍
護
法
真
言
」

か
ら
引
用
し
て
お
り
、
表
現
と
し
て
は
両
書
で
一
致
す
る
。
し
か
し
図
像
の
内
容
と
し
て

は
近
似
す
る
も
の
の
『
仏
説
毘
沙
門
経
』『
白
寳
口
抄
』『
薄
草
子
口
決
』『
秘
鈔
問
答
』

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

【五
十
五
勝
利
事
】

こ
の
「
五
十
五
勝
利
」
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』「
除
念
毒
功
能
品
第
二

十
三
」
に
も
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
と
は
大
き
く
異
な
る
。「『
大
乗
毘
沙
門
功
徳

経
』
解
題
」
で
は
、『
毘
沙
門
蔵
王
呪
経
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
『
覚
禅
鈔
』「
五
十
五
種

功
徳
事
」、『
転
法
輪
鈔
』「
五
十
五
勝
利
」
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
こ
の
『
仏

説
毘
沙
門
経
』
と
一
致
す
る
。
ま
た
『
白
寳
口
抄
』
に
も
同
内
容
の
記
述
が
あ
る
た
め
、

以
下
に
提
示
す
る
。
な
お
省
略
が
多
い
た
め
、
こ
こ
で
は
異
同
箇
所
を
提
示
し
な
い
。

『仏
説
毘
沙
門
経
』

若
有
行
者
誦
天
王
秘
密
王
呪
陀
羅
尼
十
方
遍
者
当
必
獲
得
五
十
五
勝
利
云
何
五
十
五

勝
利
者
一
者
不
疾
病
苦
。
二
者
不
飢
饉
苦
。
三
者
不
盗
賊
苦
。
四
者
不
相
殺
生
苦
。

五
者
不
顧
形
醜
。
六
者
不
破
五
体
。
七
者
不
相
横
怨
敵
苦
。（
中
略
）
四
十
九
者
得

呪
力
如
大
福
長
家
主
。（
中
略
）
五
十
一
者
得
呪
力
如
寿
命
堅
固
金
剛
山
及
四
大
海

无
動
。
五
十
二
者
得
呪
力
如
諸
菩
薩
中
者
最
為
仏
第
一
。
五
十
三
者
得
呪
力
若
至
病

者
之
処
急
然
得
療
愈
。
五
十
四
者
得
呪
力
通
達
八
万
四
千
法
蔵
自
然
如
諸
仏
実
性
義
。

五
十
五
得
呪
力
若
行
者
臨
命
終
時
毘
沙
門
天
王
行
者
口
入
金
色
寳
光
而
遂
得
生
弥
勒

三
会
之
遅
名
速
証
无
上
菩
提
之
果
。
如
是
之
事
為
得
五
十
五
勝
利
。（
中
略
）
若
行

者
欲
求
官
禄
者
焼
名
香
灯
白
芥
子
油
蘇
蜜
等
供
於
像
修
行
如
是
者
於
天
王
別
率
二
十

八
衆
使
者
到
其
圀
王
舎
宅
之
中
於
是
人
急
令
授
官
位
禄
（
中
略
）
爾
告
大
衆
幷
諸
一

切
衆
生
等
而
是
大
王
弘
誓
无
数
劫
不
説
書
（
中
略
）
若
有
行
者
毎
後
夜
名
字
一
百
八

遍
者
二
十
八
部
使
者
来
集
其
行
者
房
側
随
侍
衛
護
。（
中
略
）
若
行
者
多
煩
悩
業
及

饉
飢
疾
病
盗
賊
之
難
滅
時
者
処
摂
一
切
難
而
即
皆
悉
消
除
若
行
者
身
根
清
浄
福
徳
慧

増
長
若
修
行
時
若
坊
一
切
悪
及
毘
那
薬
迦
等
者
二
十
八
部
衆
使
者
常
打
追
而
不
得
其

便
伺
（
中
略
）
若
行
者
誦
一
遍
者
能
除
一
切
苦
厄
難
若
誦
二
遍
者
除
滅
億
劫
生
死
重

罪
若
誦
三
遍
者
三
時
現
前
乃
至
通
達
八
万
四
千
法
蔵
漸
自
然
若
誦
四
遍
者
惣
種
種
法

門
終
不
忘
失
若
誦
五
遍
者
速
得
无
上
正
等
菩
提
（
中
略
）
若
行
者
如
経
巻
誦
者
当
知

諸
仏
所
説
及
天
王
誓
願
如
是
行
者
当
知
為
是
修
行
若
少
勿
生
疑

『覚
禅
鈔
』（
図
像
五
・
五
三
七
中
）
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裏
書

八
七
〇

五
十
五
種
功
徳
事

毘
沙
門
経
云
。
有
五
十
五
種
功
徳
。
或
不
遇
病
苦
。
或
不
遇
飢
渇
苦
。
或
不
遇
盗
苦
。

或
不
遇
殺
害
苦
。
或
不
遇
獅
子
虎
狼
横
死
苦
。
不
生
五
逆
放
逸
。
或
不
生
貧
家
。
或

不
生
醜
陋
身
。
或
寿
命
堅
固
云
々
。

『白
寳
口
抄
』（
図
像
七
・
一
四
四
中
）

毘
沙
門
経
云
。
有
五
十
五
種
功
徳
。
或
不
遇
病
苦
。
或
不
遇
飢
渇
苦
。
或
不
遇
盗
苦
。

或
不
遇
殺
害
。
或
不
遇
師
子
虎
狼
横
死
苦
。
不
生
五
逆
放
逸
国
。
不
生
貧
家
。
或
不

生
醜
陋
身
。
或
寿
命
堅
固
文
。

『白
寳
口
抄
』（
図
像
七
・
一
四
五
上
）

或
経
云
。
毎
後
夜
称
名
字
一
百
八
遍
者
二
十
八
部
使
者
来
集
其
行
者
房
。
随
侍
衛
護
。

『転
法
輪
鈔
』（『
安
居
院
唱
導
集
』
上
・
三
三
二
中
〜
三
三
三
上
）

蔵
王
呪
経
云
十ウ

仏
告
毘
沙
門
天
王
護
世
者
◯
汝
弘
誓
之
深
我
亦
是
経
巻
召
刀
幷
福

利
者
不
云
窮
悉
但
以
無
量
無
辺
之
却
応
所
得
功
徳
説
◯
受
持
是
経
巻
及
呪
者
於
当
知

受
持
一
切
経
蔵
◯
若
有
行
者
誦
秘
密
蔵
王
呪
十
一
オ

陀
羅
尼
十
方
遍
者
当
必
獲
得
五

十
五
勝
利
云
何
五
十
五
勝
利
者
。
一
者
不
疾
病
苦
。
二
者
不
飢
饉
苦
。
三
者
不
盗
賊

苦
。
四
者
不
相
殺
生
苦
。
五
者
◯
七
者
不
相
横
怨
敵
苦
◯
四
十
九
者
得
呪
力
如
大
富

長
者
家
主
。
五
十
一
者
動
十
一

ウ

。
五
十
二
者
得
呪
力
如
諸
菩
薩
中
者
最
為
仏
第
一
。

五
十
三
者
得
呪
力
若
至
病
者
之
処
忽
然
得
疾
愈
。
五
十
四
者
得
呪
力
通
達
八
万
四
千

法
蔵
自
然
如
諸
仏
寶
性
義
。
五
十
五
者
得
呪
力
若
行
者
臨
命
終
時
十
二

オ

此
毘
沙
門

天
王
行
者
口
入
金
色
寳
光
而
遂
得
生
弥
勒
三
会
之
庭
必
速
証
无
上
菩
提
之
果
。
如
是

之
事
為
得
五
十
五
勝
利
。

若
行
者
欲
求
官
禄
者
焼
名
香
灯
曰
答
子
油
蘇
蜜
等
供
養
於
像
修
十
二
ウ

行
如
是
者
於

当
天
王
行
率
二
十
八
衆
使
者
到
其
国
王
舎
宅
之
中
於
是
人
忽
令
授
官
位
禄
也
。

爾
時
仏
告
大
衆
幷
諸
一
切
衆
生
而
是
天
王
弘
誓
无
数
劫
不
可
説
尽
若
男
子
等
如
説
造

像
書
経
満
呪
供
壇
天
王
唱
名
字
名
当
蒙
天
王
之
守
護
若
有
行
者
毎
後
夜
名
字
一
百
八

返
者
十
三
オ

二
十
八
衆
使
者
来
集
其
行
者
房
側
随
侍
衛
護
。

若
行
者
多
煩
悩
業
及
饉
飢
疫
病
盗
賊
之
難
盛
時
処
根
一
切
難
而
即
皆
悉
消
除
若
行
者

身
根
清
浄
福
慧
増
長
若
修
行
時
若
妨
一
切
悪
鬼
及
那
薬
迦
等
者
二
十
八
衆
使
者
常
打

追
而
不
得
其
便
伺
。
若
行
者
誦
一
返
者
能
除
一
切
苦
厄
難
若
誦
二
返
者
除
滅
億
却
生

死
重
罪
若
誦
三
遍
者
三
時
現
前
乃
至
重
逆
八
万
四
千
此
蔵
術
自
然
覚
誦
四
十
四
オ

遍

者
惣
種
々
法
門
始
不
忘
失
若
誦
五
遍
者
速
得
无
上
正
等
菩
提
云
々
。
若
行
者
有
少
勿

生
疑
。

『覚
禅
鈔
』『
白
寳
口
抄
』
は
表
現
が
一
致
す
る
た
め
共
通
し
た
典
籍
の
引
用
を
推
定
で
き

る
。『
転
法
輪
鈔
』
は
冒
頭
の
一
部
と
部
分
的
な
異
同
が
あ
る
も
の
の
大
半
が
一
致
す
る
。

た
だ
し
『
覚
禅
鈔
』
に
は
、
同
じ
く
「
毘
沙
門
経
云
」
と
し
な
が
ら
も
、
不
空
訳
『
毘
沙

門
天
王
経
』
か
ら
引
用
（
正
蔵
二
一
・
二
一
五
中
）
す
る
も
の
も
あ
る
。

『覚
禅
鈔
』（
図
像
五
・
五
三
七
上
）

裏
書

八
六
九

得
銭
事

毘
沙
門
経
云
。
告
殺
儞
娑
童
言
。
子
日
々
送
金
銭
一
百
文
云
々
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こ
こ
ま
で
提
示
し
た
典
籍
の
大
半
は
「
秘
密
蔵
王
呪
経
」「
毘
沙
門
経
」「
蔵
王
呪
経
」

と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
仏
説
毘
沙
門
経
』
の
正
式
名
称
は
『
仏
説

毘
沙
門
天
王
秘
密
蔵
王
呪
経
』
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
経
典
名
は
、『
覚
禅

鈔
』『
白
寳
口
抄
』『
薄
草
子
口
決
』
に
確
認
で
き
る
。

『覚
禅
鈔
』（
図
像
五
・
五
三
二
下
）

本
書

毘
沙
門
天
王
経
一
巻
不
空
訳
。
貞
。
大
慈
云
。
経
字
下
一
品

云
々
。
智
。
禅
林
注
云
。
有
序
説
大
福
徳

摩
訶
吠
室
囉
末
那
野
提
婆
喝
羅
闍
陀
羅
尼
儀
軌
一
巻
般
若
論
三
蔵
訳

大
師

天
王
念
誦
法
一
巻

大
師
録
外
云
々

多
門
天
法
一
巻

伝
教
秘
録
云
。
北
方
毘
沙
門
天
王

真
言
法
灯

私
云
内
題
歟

青
面
北
方
天
陀
羅
尼
法
一
巻
伝
秘
録
題
也
。

別
録
如
朱
付

北
方
毘
沙
門
天
王
真
言
法
一
巻

慈
覚

北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍
護
法
真
言
一
巻
不
空
三
蔵
別

行
翻
訳
霊
厳

仏
説
北
方
毘
沙
門
天
王
甘
露
太
子
那
吒
俱
伐
羅
秘
密
蔵
王
随
心
如
意
救
摂
衆
生
根
本

陀
羅
尼
一
巻

安
祥

北
方
毘
沙
門
天
王
念
誦
要
経
二
巻

小
来
栖

毘
沙
門
寶
蔵
天
王
神
妙
陀
羅
尼
別
行
儀
軌
巻
無
訳
人
名
。
説
得
大
福
徳
。
唯
経
末
似
不
足
。
禅

林
七
張
。
秘
録
云
。
毘
沙
門
天
王
別
行
法
云
々
。

毘
沙
門
蔵
王
陀
羅
尼
法
一
巻
無
人
名
。
説
種
々
別
法
。

禅
林
六
枚

朱

無
秘
録

毘
沙
門
多
聞
寶
蔵
天
王
神
妙
章
句
陀
羅
尼
一
巻
達
磨
迦
那
訳
。
説
憂
憎
降
伏
怨
。
止

雨
伏
外
道
禅
林
六
紙

朱

無
秘
録

四
天
王
経
一
巻
貞
元
小
乗
録

秘
録
載
之

毘
沙
門
楨
子
一
副

禅
林

裏
書

八
六
二

録
外
本
経

毘
沙
門
秘
蔵
王
呪
経
一
巻

毘
沙
門
蔵
呪
経
一
巻

大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
一
巻

毘
沙
門
天
王
功
徳
経
一
巻

世
流
布
小
経

毘
沙
門
天
王
経
一
巻

毘
沙
門
経
一
巻

已
上
二
巻
大
旨
同

之
。
真
偽
可
尋
。

(図
像
五
・
五
三
六
下
)

『白
寳
口
抄
』（
図
像
七
・
一
三
六
下
〜
一
三
七
上
）

本
書
事

毘
沙
門
天
王
経
一
巻
不
空
訳
。
貞
元
新
入
目

録
。
海
。
叡
。
仁
。
珍

仁
云
。
経
字
下
一
品
一
巻
云
々
。
海
叡
珍
録
共
無
一
品
之
字
。
禅
林
注
云
。
有
序

説
大
福
徳
七
紙
或
五
枚
。

摩
訶
吠
室
羅
末
那
野
提
婆
喝
羅
闍
陀
羅
尼
儀
軌
一
巻

闍
陀
羅
尼
儀
軌
一
巻

般
若
論
三
蔵
訳

海

天
王
念
誦
法
一
巻

大
師
録
外
云
々

多
門
天
法
一
巻

伝
教
秘
録
云
。
北
方
毘
沙
門
天
王
真
言
法
灯

私
云
。
内
題
歟
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青
面
北
方
天
陀
羅
尼
法
一
巻

伝
教
。
秘
録
題
也
。
別
録
如
来
付

北
方
毘
沙
門
天
王
真
言
法
一
巻

伝
教

仁

北
方
毘
沙
門
天
王
随
軍
護
法
真
言
一
巻

不
空
三
蔵
別
行
翻
訳
霊
厳

仏
説
北
方
毘
沙
門
天
王
甘
露
太
子
那
吒
俱
伐
羅
秘
密
蔵
王
随
心
如
意
救
摂
衆
生
根
本

陀
羅
尼
法
一
巻

恵
運

北
方
毘
沙
門
天
王
念
誦
要
経
二
巻

小
来
栖
常
暁

北
方
毘
沙
門
寶
蔵
天
王
神
妙
陀
羅
尼
別
行
儀
軌
一
巻
無
訳
人
名
。
説
得
大
福
徳
。
唯
経

未
似
不
足
。
七
紙
叡
。
秘
録
云
。
毘
沙
門
天
王
別
行
法
一
巻
。

毘
沙
門
寶
蔵
天
王
神
妙
陀
羅
尼
経
一
巻

此
経
与
前
別
行
儀
軌
。
同
本
異
訳
歟
。
文
言
全
同
也
。

毘
沙
門
蔵
王
陀
羅
尼
法
一
巻
無
人
名
。
説
種
々
別
法
。
六
枚
。
禅
林

那
吒
句
鉢
羅
陀
羅
尼
経
一
巻

叡
録
云
。
無
人
名
三
十
四
帳

毘
沙
門
多
聞
寶
蔵
天
王
神
妙
章
句
陀
羅
尼
一
巻
達
磨
迦

那
訳
。

説
愛
増
降
伏
怨
止
雨
伏
外
道
長
年
三
悉
地
。
禅
林
六
紙
。
秘
録
不
載
之

四
天
王
経
一
巻
貞
元
小
乗
録
中
載

之
智
厳
与
寳
雲
訳

秘
録
不
載
之

毘
沙
門
禎
子
一
副

禅
林

録
外
本
経
事

毘
沙
門
天
王
秘
密
蔵
王
呪
経
恩
情

毘
沙
門
蔵
王
呪
経
三
巻
都
廬

大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
七
巻
恩
情

大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
一
巻
恩
情

私
云
。
已
上
両
経
者
広
略
歟

毘
沙
門
天
王
功
徳
経
一
巻
世
流
布
小
僧

毘
沙
門
天
王
経
一
巻

毘
沙
門
経
一
巻
達
磨
伽
耶

已
上
二
巻
大
旨
同
之
。

真
偽
可
尋
之
也
。

多
聞
天
鈔
一
巻
貞
観
僧
正

多
聞
羅
惹
念
誦
次
第
一
巻
法
三
宮

毘
沙
門
天
王
儀
軌
一
巻
叡

此
軌
出
野
抄
也

『薄
草
子
口
決
』（
正
蔵
七
九
・
二
九
七
中
）

具
書
事

毘
沙
門
天
王
經

不
空

北
方
毘
沙
門
多
門
寶
藏
天
王
神
妙
陀
羅
尼
別
行
儀
軌

禪
林
祿

毘
沙
門
寶
藏
天
王
神
妙
陀
羅
尼
經
與
前
軌
同

本
異
譯
歟

摩
訶
吠
室
囉
末
那
野
提
婆
喝
囉
闍
陀
羅
尼
儀
軌
一
卷
般
若
斫

掲

羅

佛
説
毘
沙
門
天
王
祕
密
藏
王
呪
經

恩
情

大
乘
毘
沙
門
功
徳
經
七
卷

恩
情

毘
沙
門
藏
王
呪
經
三
卷

都
盧

毘
沙
門
經
一
卷
達
摩

伽
耶

大
乘
毘
沙
門
功
徳
經
一
卷

恩
情
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『覚
禅
鈔
』『
白
寳
口
抄
』
で
は
録
外
文
献
と
し
て
、『
薄
草
子
口
決
』
で
は
特
に
指
定
な

く
『
仏
説
毘
沙
門
天
秘
密
蔵
王
呪
経
』
を
記
載
す
る
。
そ
こ
に
は
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳

経
』
も
含
ま
れ
、
関
連
性
の
高
さ
を
窺
わ
せ
る(19)。

ま
た
、
こ
の
『
仏
説
毘
沙
門
天
秘
密
蔵
王
呪
経
』
と
い
う
経
典
は
大
谷
大
学
に
写
本
が

現
存
す
る
。
実
地
調
査
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
江
戸

期
の
写
本
だ
が
、
完
本
と
し
て
現
存
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
細
か
い
異
同
が
あ
る
も
の

の
、
同
一
内
容
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た(20)。
よ
っ
て
七
寺
所
蔵
の
『
仏
説
毘
沙
門

経
』
の
正
式
名
称
は
『
仏
説
毘
沙
門
天
秘
密
蔵
王
呪
経
』
で
あ
り
、
七
寺
本
の
欠
損
部
分

を
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
で
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
両

書
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
す
る
。

六

日
本
撰
述
経
典

最
後
に
両
経
が
日
本
撰
述
経
典
で
あ
る
根
拠
を
本
文
中
の
表
記
か
ら
確
認
す
る
。
今
回

取
り
上
げ
た
『
仏
説
毘
沙
門
経
』
と
関
連
が
深
い
『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
は
、
既
に
衣

川
賢
次
氏
に
よ
っ
て
日
本
撰
述
経
典
で
あ
る
こ
と
が
、
漢
文
と
変
体
漢
文(21)と
の
相
違
点
の

具
体
的
例
証
を
も
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る(22)。
よ
っ
て
衣
川
氏
の
手
法
お
よ
び
、
そ
の
背
景

た
る
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六

三
）
に
基
づ
き
、
峰
岸
明
『
変
体
漢
文

新
装
版
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
）、
田
中
草

大
『
平
安
時
代
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
）
な
ど
を
適
宜
参

照
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

衣
川
氏
は
築
島
氏
の
研
究
を
も
と
に
、
変
体
漢
文
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
以
下
の
点
か
ら

具
体
的
例
を
提
示
し
て
い
る(23
)。

⑴
漢
字
を
和
文
の
語
順
に
従
っ
て
連
ね
る
こ
と
（
措
辞
法
の
中
に
、
漢
文
式
で
な
く
し
て
、

日
本
語
式
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
）

⑵
漢
字
の
特
殊
な
用
法
、
破
格
・
誤
用
（
漢
字
の
用
法
の
中
に
、
純
漢
文
の
中
で
の
本
来

の
用
法
か
ら
外
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
）

⑶
訓
読
上
の
補
読
語
に
漢
字
を
当
て
た
例
（
純
漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
は
補
読
す
べ
き
語

〈
即
ち
、
純
漢
文
と
し
て
表
記
す
る
と
き
に
は
表
記
し
な
い
語
〉
を
変
体
漢
文
で
は
漢
字
と

し
て
書
き
加
え
る
こ
と
）

⑷
和
製
漢
語
の
明
ら
か
な
例
（
純
粋
の
漢
文
に
用
い
な
い
和
語
を
漢
字
で
表
現
す
る
こ
と
・

固
有
名
詞
以
外
の
語
を
、
万
葉
仮
名
・
省
画
仮
名
な
ど
を
用
い
て
表
記
す
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
）

両
経
典
が
す
べ
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
箇
所
を

具
体
的
に
提
示
す
る
。

『仏
説
老
女
人
経
』

⑴
の
例

・
目
的
語
袞
述
語
の
順
と
な
る
。

汝
我
問
老
苦
従
外
不
来

(汝
、
我
に
老
苦
が
外
従
り
来
ざ
る
か
を
問
う
)

⑷
の
例

・
和
製
漢
語
の
明
ら
か
な
例

猿
楽

三
津
河

超
死
手
山
峨
険

(死
手
山
の
峨
険
な
る
を
超
え
ん
)
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三
津
河
・
死
手
山
…
『
十
王
経
』
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
語
句
。
閻
魔
王
国
と
の
境
に
あ
る

山
。

『仏
説
毘
沙
門
天
経
』

⑴
の
例

・
目
的
語
袞
述
語
の
順
と
な
る
。

是
経
広
思
者
応
説
知
之

(是
経
を
広
め
ん
と
思
は
ば
、
応
に
之
を
知
る
と
説
く
べ
し
)

是
経
頂
上
戴
受
随
自
念
応
発
願

(是
の
経
を
頂
上
に
戴
き
受
け
、
自
念
に
随
い
応
に

発
願
す
べ
し
)

・
助
動
詞
の
順
序
が
異
な
る
。

四
十
四
者
若
行
者
他
人
令
作

(四
十
四
に
は
若
し
行
者
が
他
人
に
作
ら
し
む
)

若
疑
生
令
者

(若
し
疑
を
生
ぜ
し
む
る
者
)

⑵
の
例

・
｢相
」
を
「
あ
う
（
逢
う
・
遭
う
）」
に
当
て
る

八
者
不
相
虎
狼
禽
獣
難
。
九
者
不
相
横
死
苦
。（
八
に
は
虎
狼
禽
獣
の
難
に
相
わ
ず
。

九
に
は
横
死
の
苦
に
相
わ
ず
）

・
形
式
体
言(24)「
事
」
の
用
法

如
是
之
事

(是
の
如
き
の
事
)

譬
如
上
五
十
五
勝
利
之
事

(譬
え
ば
上
の
五
十
五
勝
利
の
事
の
如
し
)

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
両
経
と
も
に
日
本
撰
述
経
典
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
七
寺
一
切
経
の
一
具
で
あ
る
『
仏
説
老
女
経
』『
仏
説
毘
沙
門
経
』
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

・
両
経
典
は
校
合
奥
書
の
名
前
か
ら
院
政
期
末
に
書
写
さ
れ
た
七
寺
一
切
経
の
一
具
で
あ

る
。

・
『仏
説
老
女
経
』
は
内
容
が
共
通
す
る
典
籍
を
確
認
で
き
ず
、
大
正
蔵
入
蔵
の
『
老
女

人
経
』
と
も
異
な
る
経
典
で
あ
る
。

・
首
欠
『
仏
説
毘
沙
門
経
』
の
正
式
名
称
は
『
仏
説
毘
沙
門
天
秘
密
蔵
王
呪
経
』
で
あ
り
、

大
谷
大
学
図
書
館
に
江
戸
期
書
写
の
完
本
が
現
存
す
る
。

・
両
経
典
は
そ
の
本
文
の
表
記
か
ら
日
本
撰
述
経
典
で
あ
る

本
号
で
は
両
経
の
う
ち
、『
仏
説
老
女
経
』
の
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注
を
提
示
す
る
。

注(1
)
こ
れ
は
二
〇
二
二
年
度
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会
に
お
い
て
本
研
究
所

研
究
員
・
前
島
信
也
が
発
表
し
た
原
稿
を
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

(2
)
『七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
一
〜
六
（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
〇
）。

(3
)
現
在
、
七
寺
一
切
今
日
は
三
一
の
唐
櫃
に
収
め
ら
れ
い
て
る
（
う
ち
、
五
函
は
東
京
国
立

博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
奈
良
国
立
博
物
館
・
大
阪
市
立
美
術
館
・
名
古
屋
市
立
博
物
館

に
寄
託
）
が
、
目
録
の
順
序
に
従
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
『
目

録
』
で
は
函
そ
れ
ぞ
れ
に
仮
番
号
を
付
し
て
整
理
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
の
整
理

さ
れ
た
仮
番
号
に
依
る
も
と
す
る
。

(4
)
｢七
寺
一
切
経
書
誌
情
報
一
覧
（
四
）
袞
仮
十
七
函
袞
」（『
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀

要
』
七
、
二
〇
二
二
）
九
六
頁
、
一
二
九
頁
参
照
。

(5
)
『目
録
』
四
一
頁
。

(6
)
『目
録
』
四
五
頁
。
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(7
)
『目
録
』（
一
九
六
頁
）
で
は
書
写
者
六
五
名
、
校
合
者
五
六
名
の
名
前
が
提
示
さ
れ
、
両

方
に
名
前
が
あ
る
人
物
を
除
く
と
全
体
で
九
〇
名
程
度
が
こ
の
書
写
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
と

さ
れ
る
。

(8
)
『大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
四
一
、
一
五
〇
、
三
四
〇
、
四
六
一
、
四
七
〇
、
五
四

〇
。

(9
)
詳
細
は
『
七
ツ
寺
記
』（
元
禄
十
一
）
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
、『
目
録
』・
落
合
俊
典
「
七

寺
一
切
経
（『
愛
知
県
史
』、
愛
知
県
、
二
〇
一
五
、
三
三
頁
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
原
本

未
見
。『
目
録
』
と
『
愛
知
県
史
』
の
記
述
に
基
づ
く
。

(10
)
『大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
に
つ
い
て
の
詳
細
は
『
七
寺
叢
書
』
四
所
収
、
齋
藤
隆
信
「『
大

乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
解
題
に
詳
し
い
。

(11
)
『覚
禅
鈔
』
…
…
一
一
八
〇
年
代
〜
一
二
一
七
年
頃
。
た
だ
し
後
代
に
加
え
ら
れ
た
も
の

あ
り
。
百
巻
〜
百
数
十
巻
。

(12
)
『薄
草
子
口
決
』
…
…
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
成
立
。
二
十
巻
。

(13
)
『秘
鈔
問
答
』
…
…
永
仁
二
年
（
一
二
九
七
）
〜
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
成
立
。
十
七

巻
。

(14
)
『白
寳
口
抄
』
…
…
『
秘
鈔
』
の
注
釈
書
。
亮
禅
の
口
説
を
亮
尊
が
ま
と
め
た
も
の
。
百

六
十
七
巻
。

(15
)
『転
法
輪
鈔
』
…
…
安
居
院
澄
憲
法
印
が
編
纂
し
た
唱
導
文
献
。
多
く
が
散
逸
し
た
が
、

金
沢
文
庫
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
な
ど
に
一
部
現
存
。

(16
)
五
一
文
字
分
ナ
シ
。

(17
)
五
一
文
字
分
ナ
シ
。

(18
)
五
一
文
字
分
ナ
シ
。

(19
)
な
お
、
平
安
中
期
の
請
来
さ
れ
た
典
籍
の
分
類
目
録
『
諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』

や
『
阿
娑
縛
抄
』『
渓
嵐
拾
葉
集
』
な
ど
に
は
そ
の
名
称
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『阿
娑
縛
抄
』
一
三
六
（
図
像
九
・
四
一
七
〜
四
二
五
）
該
当
な
し
。

『渓
嵐
拾
葉
集
』
該
当
な
し
。

『諸
阿
闍
梨
眞
言
密
教
部
類
總
録
』（
正
蔵
五
五
・
一
一
二
七
中
）

多
門
天
法
二

毘
沙
門
天
王
經

一
卷

不
空
譯

貞
元
新
入
目
録
海
仁
叡
珍
云
一
品
一
卷

北
方
毘
沙
門
天
王
念
誦
要
經

二
卷
曉

摩
訶
吠
室
羅
末
那
野
提
婆
喝
羅
闍
陀
羅
尼
儀
軌

一
卷
海

毘
沙
門
天
王
儀
軌

一
卷
叡

北
方
毘
沙
門
天
王
眞
言
法

一
卷
澄
仁

北
方
毘
沙
門
天
王
隨
軍
護
法
眞
言

一
卷
不
空
行

毘
沙
門
天
王
別
行
法

一
卷
叡

那
吒
句
鉢
羅
陀
羅
尼
經

一
卷
叡

佛
説
北
方
毘
舍
門
天
王
甘
露
太
子
那
吒
俱
伐
羅

祕
密
藏
王
如
意
救
攝
衆
生
根
本
陀
羅
尼

一
卷
運

青
面
北
方
天
陀
羅
尼
法

一
卷
澄

四
天
王
經

一
卷

貞
元
小
乘
録
中
載
之
私
云
上
一
宜
傍
見
之

(20
)
な
お
、
こ
の
大
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
仏
説
毘
沙
門
天
秘
密
蔵
王
呪
経
』
は
、

享
保
年
間
に
書
写
さ
れ
た
一
連
の
文
献
群
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
数
多
く
の
密
教
文
献

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

(21
)
変
体
漢
文
の
定
義
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
日
本
語
を
漢
文
と
し
て
表
記
す
る
と
い
う
文

体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
経
典
を
含
め
「
経
典
と
し
て
中
国
か
ら
齎
さ
れ
た
も

の
と
し
て
作
成
さ
れ
る
」
と
い
う
疑
経
と
い
う
立
場
は
、
そ
れ
と
は
少
々
異
な
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
経
典
の
体
を
と
っ
て
い
て
も
、
そ
こ
に
は
漢
文
と
は

異
な
る
表
記
・
文
法
が
存
在
し
、
そ
れ
が
変
体
漢
文
の
表
記
と
一
致
す
る
以
上
、
こ
れ
は
日
本

撰
述
偽
経
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(22
)
衣
川
賢
次
「『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
の
言
語
」（『
七
寺
叢
書
』
四
・
四
二
五
〜
四
三
二
）。

(23
)
な
お
、（

）
内
は
築
島
氏
が
提
示
す
る
特
徴
を
提
示
す
る
。
築
島
氏
は
相
違
点
と
し
て

は
五
点
を
示
す
が
、
衣
川
氏
は
そ
の
四
点
目
と
五
点
目
を
同
義
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(24
)
特
定
の
意
義
を
有
し
な
が
ら
、
一
定
の
内
容
、
実
質
を
持
た
な
い
も
の
。
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